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仁
宇
布
（
に
う
ぷ
）
は
牧
畜
な
ど
で
28
世
帯
、
58
人
が

暮
ら
す
過
疎
の
集
落
で
あ
る
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、

晴
れ
た
夜
に
は
満
天
の
星
空
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
雪

の
訪
れ
が
早
く
雪
解
け
は
遅
い
。
美
深
町
の
人
口
は
本
年

10
月
末
で
４
４
８
９
人
。
コ
メ
栽
培
の
北
限
と
さ
れ
る
こ

の
町
は
、
１
９
７
０
年
当
時
、
１
万
人
を
超
え
て
い
た
が
、

コ
メ
の
減
反
政
策
に
よ
る
離
農
や
林
業
の
衰
退
、「
日
本

一
の
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
」
と
騒
が
れ
た
美
幸
線
の
廃
止
な

ど
も
あ
っ
て
人
口
が
半
減
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ロ
ッ
コ
王
国
美
深
」
が

１
９
９
８
年
、
町
が
所
有
す
る
旧
美
幸
線
の
線
路
に
、
保

線
作
業
で
使
っ
て
い
た
動
力
付
き
ト
ロ
ッ
コ
を
走
ら
せ

た
。
新
緑
の
初
夏
か
ら
黄
葉
の
秋
ま
で
、
白
樺
（
し
ら
か

ば
）
の
樹
林
や
橋
梁
を
駆
け
抜
け
る
往
復
10
キ
ロ
、
１
時

間
の
旅
だ
。
改
良
型
ト
ロ
ッ
コ
の
最
高
時
速
は
20
キ
ロ
程

度
だ
が
、
橋
梁
で
は
清
流
を
下
に
眺
め
、
線
路
の
継
ぎ
目

の
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
い
う
響
き
も
あ
っ
て
、
ス
リ
ル
と
ス

ピ
ー
ド
感
が
い
っ
ぱ
い
だ
。
普
通
免
許
が
あ
れ
ば
自
分
で

運
転
が
で
き
る
し
、
な
け
れ
ば
係
員
が
運
転
す
る
の
で
大

人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
か
ら

10
月
末
ご
ろ
ま
で
の
営
業
で
、
今
年
は
１
万
１
９
２
６
人

が
乗
車
し
た
。

　

美
幸
線
が
廃
止
に
な
っ
た
の
は
１
９
８
５
年
。
当
時
、

廃
止
反
対
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
、
故
・
長
谷
部
秀
見
美

深
町
長
は
、「
絶
た
れ
た
全
線
開
通
の
夢
」
と
題
し
て
「
写

真
集
国
鉄
北
海
道
ロ
ー
カ
ル
線
」（
１
９
８
７
年
、
北
海

道
新
聞
社
刊
）
に
寄
稿
、「
法
の
権
力
に
よ
っ
て
こ
と
を

運
ん
で
し
ま
お
う
と
す
る
強
引
な
や
り
か
た
は
、
地
方
虐

待
の
よ
う
な
施
策
に
お
も
え
た
」
と
無
念
の
真
情
を
吐
露

し
て
い
る
。

　

美
幸
線
は
、
宗
谷
本
線
の
美
深
駅
か
ら
仁
宇
布
駅
ま
で

の
21
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
仁
宇
布
か
ら
当
時
の
歌
登
町

を
通
っ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
枝
幸
駅
を
結
ぶ
57
・
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
工
事
が
進
ん
で
、
ト
ン
ネ
ル
14
カ
所
や
鉄
橋

38
カ
所
、
道
床
も
完
成
し
て
線
路
や
枕
木
な
ど
が
運
び
込

ま
れ
て
い
た
。
線
路
さ
え
敷
け
ば
枝
幸
駅
ま
で
の
開
業
だ
っ

た
の
に
、
突
然
、
工
事
は
中
断
。
延
長
工
事
部
分
も
含
め

て
廃
線
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
、
終
点
だ
っ
た
仁
宇

布
駅
舎
は
解
体
撤
去
さ
れ
た
が
、
ト
ロ
ッ
コ
王
国
の
誕
生

で
、
枕
木
を
組
み
上
げ
て
造
っ
た
「
コ
タ
ン
コ
ル
カ
ム
イ

駅
」
が
で
き
た
。
コ
タ
ン
コ
ル
カ
ム
イ
は
ア
イ
ヌ
語
で
シ

マ
フ
ク
ロ
ウ
の
こ
と
。「
里
を
守
る
神
」
と
い
う
意
味
が

あ
る
と
い
う
。
か
つ
て
美
幸
線
に
託
し
た
地
域
住
民
の
思

い
が
深
く
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

も
う
一
つ
、
世
界
の
目
が
、
仁
宇
布
に
注
目
し
始
め
た
。

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
候
補
と
さ
れ
る
、
村
上
春
樹
の
３
作
目

の
長
編
小
説
「
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
」（
１
９
８
２
年
）
の

舞
台
と
い
う
評
判
が
広
が
り
、
村
上
春
樹
フ
ァ
ン
の
聖
地

に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

羊
を
育
て
る
松
山
農
場
が
経
営
す
る
民
宿
「
フ
ァ
ー
ム

イ
ン
・
ト
ン
ト
」
に
は
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
台
湾
や
香

港
、
カ
ナ
ダ
、
ロ
シ
ア
な
ど
か
ら
も
春
樹
フ
ァ
ン
が
訪
れ

深旧美幸線の線路はそのまま残っている。トロッコ
はここコタンコルカムイ駅（旧仁宇布駅）から片道
５キロを往復する。最高速度は20キロほどだが、
スピード感がある。清流をまたぐ橋梁もあり、緑に
包まれて走る気分は爽快（そうかい）だ

上川管内美深町仁宇布

トロッコと羊をめぐる冒険
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て
い
る
。
６
月
に
ト
ン
ト
の
前
庭
で
開
か
れ
て
い
る
春
樹

作
品
の
読
書
会
は
、
今
年
で
６
回
目
に
な
り
、
秋
の
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
の
発
表
に
も
フ
ァ
ン
が
集
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

小
説
で
、
主
人
公
が
星
の
斑
紋
を
持
つ
羊
を
捜
し
た
の

は
仁
宇
布
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
広
大
な
ソ
バ
畑
と
牧
草

地
の
中
で
、
ト
ン
ト
は
白
樺
に
囲
ま
れ
て
建
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
小
説
の
世
界
を
反
芻
（
は

ん
す
う
）
す
る
の
も
楽
し
い
も
の
だ
。

　

仁
宇
布
か
ら
は
松
山
湿
原
が
近
い
し
、
近
隣
に
は
川
釣

り
に
適
し
た
河
川
も
多
い
。
美
深
町
観
光
協
会
で
は
、
平

成
の
名
水
百
選
（
環
境
省
認
定
）
に
選
ば
れ
た
「
仁
宇
布

の
冷
水
」
と
「
十
六
滝
」
め
ぐ
り
も
推
奨
し
て
い
る
。
観

光
化
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
ば
か
り
だ
が
、
そ
れ
が
仁
宇

布
の
魅
力
と
も
い
え
る
。
い
か
に
も
、
村
上
春
樹
フ
ァ
ン

好
み
と
い
う
と
失
礼
だ
ろ
う
か
。

旧仁宇布駅の駅舎は撤去されたが、線路やホームは当時のまま残っている。写真の右奥が新しいコタンコルカムイ駅

牧草地の中、白樺に囲まれて建つファームイン・ト
ント。日本各地や海外からも村上春樹ファンが訪れ
る聖地になっている。ここの前庭で、春樹の読書会
が行われている。星の斑紋のある羊は見つけられる
のだろうか


